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事 業 計 画 書 

 

1.団体名 青のたすき 

2.事業名 星空映画館 

3.他補助金との併用の有無 併用なし・併用あり（補助金名：         ）※申請中含む 

4.対象 対象となる地域や地域住民を記入してください。 

旧亀岡市立青野小学校区（東本梅町、宮前町）住民、亀岡市内親子 

5.期間 
実施期間を記入してください。 

※対象期間は最大で令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日までです。 

令和７年４月 1日  ～  令和８年３月３１日 

6.地域課題・ 

事業目的 

この事業でどのような地域課題の解決に取り組みたいですか。 

現状や課題、事業の目的を記入してください。 

課題（現状とそれにより誰がどのように困っているのか） 

2024年 3月青野小学校が閉校となり、小学校区である宮前町と東本梅町においては 2町の子ども

たち、大人たちが一緒に活動をする枠組みがなくなった。それにより、2町に住む人たちが、この

地域の未来について共に話したり考えたりする機会がなくなったが、いまだに一つの地区として同

じ方向を向いて地域振興に取り組む新たな枠組みが公的には作られていない。その一因として旧青

野小学校校舎についても亀岡市による利活用が行われる予定が停滞しており、地域がどこまでどの

ように考え関わっていけばよいのかが未だ不透明な状況であることがあげられる。このような停滞

が続く中で、地域住民が自分事として旧青野小学校に関心を向け続けるための契機がないと、関心

や熱量がなくなってしまう。 

 

事業の目的（上記の課題をどのような解決結果に導きたいのか） 

2町の様々な年代の人たちが協働できる枠組みを構築し、話し合い、考える機会をつくる。 

その結果、元からこの地域に住んでいる人たちみんなが青野小学校跡地の活用や、さらに将来的な

地域の負担軽減、地域振興に関しても旧小学校区を一つの地域と捉えて共に取り組んでいけるよう

にしたい。 

7.事業内容 
上記の課題を解決するために実施する事業の内容を具体的に記入して

ください。 

旧青野小学校のグラウンドで野外映画上映（夜）、地元飲食店を中心とした屋台の出店、小イベント。 

宮前町、東本梅町住民から有志ボランティアを募り、企画運営に参加してもらう。小中学生メンバ

ーにも自分たちで企画を立て、協力者(友達、保護者)を増やす呼びかけをしてもらう。 

映画館実施に先立ち、地域住民や普段施設を利用している団体にも呼びかけ旧青野小学校に関心や

関係を持つ様々な人が集まって会場周辺の草刈りを行う。 

●スケジュール（会議、準備、イベント、検証などをいつ行うか、おおまかな計画を記入してください。） 

実施時期 実施内容 場所・会場 
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5月中旬～6月 

 

 

6月初め 

6月中 

6月下旬 

7月上旬 

7月中旬 

7月後半～8月中 

8月末～9月初 

9月  

10月～12月 

11月 

会議（開催内容、担当リーダー決め、当日

までの大まかな進行） 

 

会場貸借手続き、新メンバー募集 

屋台候補・会場各所交渉 

会議（当日内容確認） 

チラシ・ポスター作成・印刷 

チラシ・ポスター配布、草刈り呼びかけ  

小中学生メンバー企画会議（2、3回） 

草刈り 

会議、リハーサル、当日 

振り返り会 

各町自治会の作品展で写真など成果を展示 

東本梅町ふれあいセンター 

 

 

 

 

旧青野小学校体育館 

 

 

東本梅町ふれあいセンター 

旧青野小学校 

旧青野小学校 

東本梅町ふれあいセンター 

東本梅町ふれあいセンター 

旧青野小学校体育館 

●情報発信方法（ウェブ、チラシ、ポスターなど） 

発信媒体 発信量 広報範囲（配布範囲、掲示場所等） 

ウェブ（HP、SNS） 

チラシ 

ポスター 

亀岡市広報  

適宜 

１２００枚程度 

２０枚 

１回  

 

宮前町・東本梅町全戸、育親学園、

こども園、他近隣の飲食店等 

亀岡市内 

8.目標 
この事業を地域課題解決に繋げるために①どのような変化・成果を目標と

して、②そのための事業実施の目標はどう設定するのか、①②の２つの観

点から具体的に記入してください。 

事業実施に当たって下記の目標を書いてください。 

①  事業による変化・成果目標 

親子や地域住民の思い出作りと共に、住民が気軽に参画できるような取り組みが継続して行われる

ということを地域内に周知し、この地域の将来を従来の枠を超えて共に考えていきたいと思う「や

る側」の人を一人でも多く増やす。子どもたちが地域の中で活躍できる場となる。 

②  上記①を達成するための実施目標数値（事業の回数や参加者数など） 

事業回数 1回 来場者 400人   運営側の新規参加者目標 子ども 3名 大人 3名 

9.連携・協力 
他の団体や行政機関などとの連携・協力について、連携・協力先の名称と

具体的な連携・協力内容を記入してください。 

※記入にあたっては、連携・協力先との十分な事前協議を行ってください。 

亀岡市教育委員会、教育総務課、社会教育課、下水道課（会場・電気設備・備品貸出、宮前浄化センター

貸出）宮前町自治会（展示、広報、備品貸出）、東本梅町自治会（展示、広報、備品・会場貸出）、宮川財

産区（駐車場貸出）、育親学園（広報）、宮前町・東本梅町で営業中の飲食店（出店打診）、夢ナリエ、宮

川郷志会、東本梅町太鼓同好会、神前こども太鼓 

10.ステップアップの 

内容 

※活動２年目以降の団体は記入してください。 

① これまでの事業実施時の課題と成果、② 今回申請の事業はこれまで

の事業と比べどう活動の充実をさせているのか、具体的に記入してくださ
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い。 

① 2年連続で同じ事業に取り組んだことで、運営側で参加してくれる人が地域内に増えてきた一方

で、色々な方向性の意見が出てきている。今後も続けていくことを見据えて、方向性ぶれて目的

がわからなくならないよう、明確に言語化し確認していく必要がある。 

② 二度同じメンバーを中心に事業に取り組んでいるので、事業の根幹部分について考えてきた時間

を、これまで取り組めていなかった部分の質（安全性・満足度）の向上に使うことができると考

えている。 

また、次年度以降の団体の活動継続を見据え、今後の資金調達につながる PR（共感者集め・ふる

さと亀岡まちづくり応援事業）を行う。また、子どもたちの企画にも丁寧に時間を使い事業全体

の質を向上させることを考えている。 

11．次年度以降の

展開 

本支援金による支援終了後の事業展開について、資金の獲得や事業の継続展開を

どのように行われる予定なのか、方法を具体的に記入してください。 

 実施内容 資金獲得方法（助成金・寄付金） 

２年目 

野外映画館及び屋台出店を旧青野小学校グラウン

ドで実施する 

助成金、寄付金（カンパ）、事業

収入、出店料、団体向けふるさ

と納税 

３年目 

野外映画館及び屋台出店を旧青野小学校グラウン

ドで実施する 

助成金、寄付金（カンパ）、事業

収入、出店料、団体向けふるさ

と納税 

11．審査会 
審査会の発表順番は何番を希望しますか。いずれかに〇をつけてください。 

申請書の提出が早い団体の希望を優先して順番を決めます。 

〇 一番最初 

 前半 

 後半 

 一番最後 

 

☑申請額に対して減額で交付決定となった場合も申請事業を実施します。 
※内容が本様式に入りきらない場合は適宜追加し、事業内容が分かる参考資料があれば添付してください。 


